
ドリル

1．大きな数 ①

4

学年

1
勉強した日 月 日

組 番
名

前

ねらい 知技考

教科書p7･8

①億の位までの数の読み方、表し方を理解する。

① 下の人数は都道府県の人口を表したものです。（2010年 国勢調査より）

○東京都 １３１５９３８８人 ○福岡県 ５０７１９６８人ア イ

○大阪府 ８８６５２４５人 ○北海道 ５５０６４１９人ウ エ

① それぞれの人口の読み方を下の□の中に書きましょう。

② 人口の多い順に記号を書きましょう。

→ → →

② 次の数を数字で□の中に書きましょう。

① 三億七千五百万六十九

② １億を７こ、１万を830こ、10を560こあわせた数

③ 次の（ ）の中にはあてはまる文字を、□の中にはあてはまる数字を書きましょう。

●９３０２４０１６７の( )の位の数字は９です。

●９億は( )が９こ、1000万が こ、100万が こあることを

表しています。

千三百十五万九千三百八十八

五百七万千九百六十八

八百八十六万五千二百四十五

五百五十万六千四百十九

ア ウ エ イ

①億

○ア

○イ

○ウ

○エ

③⑦⑤ ⑥⑨

⑦ ⑧③ ⑤⑥

①億

ふ

おか

せい さ



ドリル
学年

4

 

1．大きな数 ②2
勉強した日 月 日

組 番
名

前

ねらい 知技考

教科書p8･9

千億の位までの数の読み方、表し方、数の構成を理解する。

① 次の数を読み、漢字で書きましょう。

① ７３５２００００００

② １６０８５０３００９０

③ ８０２５０００４７０６７

② 次の数を数字で書きましょう。

① 八百五億三千万六百

② 八千九億三百五十万七十一

③ 千億を２こ、百億を６こ、

十億を５こ、千万を７こ、

百万を４こ、一万を３こ、

あわせた数

③ 次の（ ）の中にあてはまる文字を、□の中にはあてはまる数字を書きましょう。

① ( )の10倍の数を十億、十億の10倍の数を( )

百億の10倍の数を( )といいます。

② ９３０２４０１６７０８５の千億の位の数は で、

３は( )の位の数字です。

３つの０は、それぞれ左から順に( )の位、( )の位、

( )の位の数字です。

一億 百億

千億

⑨

百億

十億 百万

百

七十三億五千二百万

百六十億八千五百三万九十

八千二十五億四万七千六十七

⑧ ⑤③ ⑥

⑧ ⑨ ③⑤ ⑦①

②⑥⑤ ⑦④ ③
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ドリル
学年

4

 

1．大きな数 ④4
勉強した日 月 日

組 番
名

前

知技考

教科書p11

数直線を見て、数の構成、①億を基にした相対的な大きさの数を

考え、大きな数の計算の仕方を考える。

ねらい

① ⃞にあてはまる数を書きましょう。

20億 30億10億０

億億⑤億

の数について、下の□にあてはまる数を書きましょう。

① 10億を こと、１億を こあわせた数

② １億を こあつめた数

③ 1000万を こあつめた数

④ より１大きい数

② ⑦

億 万 または

③ 次の数の和を求めます。□にあてはまる数を書きましょう。

（1504億、798億）

１億をもとにして考えると、1504億は 、798億は となるから、

和は１億が で、答えは 。

差は１億が で、答えは 。

こあわせた数です。

こと、1000億を５こ、100億を３こあわせた数です。

② １兆を70こと、１億を

① 10兆を

③ １億を こあわせた数です。

② ７０５３００００００００００について□にあてはまる数を書きましょう。

⑦

う

あ い う

億

億
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ドリル

1．大きな数 ⑥

4

学年

6
勉強した日 月 日

組 番
名

前

知技考

教科書p14

③位数×③位数の乗法計算、十の位に空位がある③位数×③位数

の乗法計算の仕方を考える。

ねらい

① 次の計算をしましょう。

① ② ③

② ２通りの方法の計算のしかたで計算をしましょう。

① ６３１×７０７

② ９１４×３０５

２７３
×１４５
――――――――

３４９
×２１６
――――――――

７３４
×４６２
――――――――

６３１
×７０７
――――――――

６３１
×７０７
――――――――

９１４
×３０５
――――――――

９１４
×３０５
――――――――

①③⑥⑤
① ⑨②
②⑦③
――――――――――

③⑨⑤⑧⑤

② ⑨④
③④⑨

⑥⑨⑧
――――――――――

⑦⑤③⑧④

①④⑥⑧
④④ ④

②⑨③⑥
――――――――――――

③③⑨① ⑧

④④①⑦

①⑦④④

④④⑥①①⑦
――――――――――――

――――――――――――

④④①⑦
④④①⑦

④④⑥①①⑦

――――――――――――

――――――――――――

④⑤⑦

②⑦④②

②⑦⑧⑦⑦

④⑤⑦
②⑦④②

②⑦⑧⑦⑦



ドリル
学年

4

 

1．大きな数 ⑦7
勉強した日 月 日

組 番
名

前

ねらい 知技考

教科書p15

× 、 億× のような末位に のある乗法計算を

数の相対的な大きさを基に考える。

① 計算のくふうのしかたを□にあてはまる数を入れて、せつ明しましょう。

① ６９０００×７００＝６９× ×７×

＝６９×７× ×

６９０００

× ７００
―― ―――

② ３６０００×７８０＝３６× ×７８×

＝ × × ×

×

―――――――――――――――― ―――――――――――――――――

③ 47億×800

47億は を47こ集めた数だから、47億×800は

が( × )こ集まった数になる。

47億×800＝( × )億＝ 億

０００

０

①億

①億

⎭― ⎬ ―⎫ ⎭―――――⎬―――――⎫

⎭―――――⎬―――――⎫ ⎭―――――⎬―――――⎫

×⑧

×



ドリル
学年

4

 

1．大きな数 ⑧8
勉強した日 月 日

組 番
名

前

知技考

教科書p16

整数のしくみを使って、 年は何秒か等を求める式を考える。ねらい

① 20年は何秒か求めます。□の中に、あてはまる数を書きましょう。

① １日は何秒でしょうか。

・１分は 秒

・１時間は ×60で 秒

・１日は ×24で 秒

② １年は何秒でしょうか。

・１年は ×365で 秒

③ 20年は何秒でしょうか。

×20で 秒



ドリル
学年

4

 

2．わり算の筆算⑴ ①9
勉強した日 月 日

組 番
名

前

ねらい 知技考

教科書p20･21

÷③のような、②位数÷①位数の除法計算の仕方を考える。

① □や（ ）にあてはまる数や言葉、式を書きましょう。

① 80このみかんを４つの箱に同じ数ずつ入れます。１箱には何このみかんが入ってい

るでしょうか。

80は が８こだから

80÷４は、10が（ ÷ )になる。

式 答え（ )

② 84このみかんを４つの箱に同じ数ずつ入れます。１箱には何このみかんが入ってい

るでしょうか。

84を と に分けて計算する。

式 ÷ ＝

÷ ＝

÷ ＝

③ 96÷４の計算のしかたを考えます。□の中に、あてはまる数を書きましょう。

96÷４＝

÷４＝

÷４＝

⑧ ④

こ÷④＝

④

④

④

④ ④ ①

④
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ドリル

2．わり算の筆算⑴ ③

4

学年

1 1
勉強した日 月 日

組 番
名

前

ねらい 知技考

教科書p24

÷③のような、②位数÷①位数で余りのある除法計算の仕方を

考える。

① 76まいの画用紙を３まいずつクリップでとめます。３まいずつクリップでとめられた

画用紙のたばはいくつできて、何まいあまるでしょうか。

① 図にかいて、計算のしかたを考えましょう。

式>７６÷３＝ あまり

答え（ たばできて まいあまる)

答えのたしかめ ３× ＋ ＝

② わり算の答えは、次の式でたしかめられます。（ ）にあてはまる言葉をかきましょう。

わる数×( )＋( )＝わられる数

② 次の計算を筆算でして、答えのたしかめもしましょう。

① ９７÷２ ② ８６÷７ ③ ８３÷３ ④ ７９÷５

①

①

①

商 あまり

②× ＋①＝ ⑦× ＋②＝ ③× ＋②＝ ⑤× ＋④＝

②⑨⑦
④⑧

⑧
――――

①⑦
①⑥
――――

①

⑦⑧⑥
①②

⑦
――――

①⑥
①④
――――

②

③⑧③
②⑦

⑥
――――

②③
②①
――――

②

⑤⑦⑨
①⑤

⑤
――――

②⑨
②⑤
――――

④



ドリル
学年

4

 

2．わり算の筆算⑴ ④1 2
勉強した日 月 日

組 番
名

前

知技考十の位が整除される場合や、十の位に商が立たない場合、

商の一の位が になる場合の除法計算の仕方を考える。

ねらい

教科書p25

① 次のわり算の中で、商が十の位からたつものと、一の位からたつものをすべてえらび

ましょう。計算しないでえらびましょう。

答え> 十の位からたつもの( )

一の位からたつもの( )

② 次の計算をしましょう。（くふうできる計算もあります）

① ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

◯ア ◯イ ◯ウ

◯エ ◯オ ◯カ

ア、イ、エ、カ

ウ、オ

４６４ ３２５

７９８ ６４９ ８８８

５５７

②①

⑧
――――

④
④

――――

②③

⑥
――――

⑨
⑨

――――

⑨

⑤④
――――

④

⑥

④②
――――

⑤

①

⑥
――――

⑤

①

⑦
――――

③

①

⑨
――――

②

①

⑤
――――

４８４ ３６９ ６５８ ７４７

６６５ ７７３ ９９２ ５５０
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ドリル
学年

4

 

2．わり算の筆算⑴ ⑥1 4
勉強した日 月 日

組 番
名

前

知技考

教科書p29

商の一の位や十の位に が立つ除法計算の筆算の仕方を

説明する。

ねらい

① 次の計算のしかたを説明しています。□には数を書きましょう。

① ②

① ② ③

④ ⑤ ⑥

②①
⑥

④③
④②
①

７ ９１６
７
――――――

２１

――――――

１
６ ６４３

６
―――

―――

１

説明>

一の位の商は６÷７でわれないので

になります。

説明>

十の位の商は４÷ でわれないので

になります。

⑥

３５４１
①⑧

③
――――――

②④
②④
――――――

①

４８１３
② ③

⑧
――――――

①③
①②

――――――

①

８９６５
①②

⑧
――――――

①⑥
①⑥
――――――

⑤

３３２６
① ⑧

③
――――――

②⑥
②④

――――――

②

３９２５
③ ⑧

⑨
――――――

②⑤
②④

――――――

①

２８１７
④ ⑧

⑧
――――――

①⑦
①⑥

――――――

①

③ ⑦

せつ



ドリル
学年

4

 

2．わり算の筆算⑴ ⑦1 5
勉強した日 月 日

組 番
名

前

ねらい 知技考

教科書p29･30

百の位に商が立たない③位数÷①位数＝②位数の除法計算の仕方

を考え、筆算ができる。

① 257このあめを３人で同じ数ずつ分けます。

１人分は何こになって何こあまるでしょう。式を立てて筆算をし、□にあてはまる数

を、（ ）にあてはまる言葉を書きましょう。

式>

① ② ③ ④

②⑤⑦÷③

⑧ ⑤

③ ② ⑤ ⑦

② ④

① ⑦

① ⑤

②

÷

百の位に商は立たない。

÷ ＝ あまり

を十の位に( )

３に をかける ３× ＝

から を( ) － ＝

一の位の を( )

一の位の計算も( )( )( )( )を

くり返していく。

② ③

たてる

ひく

おろす

たてる かける ひく おろす

⑧

⑧ ⑧

⑦

７５１８
⑦④

④⑨
――――――

②⑧
②⑧

――――――

９５０９
⑤⑥

④⑤
――――――

⑤⑨
⑤④

――――――

⑤

②⑧
――――――

⑨
⑧

――――――

①

④⑧
――――――

①⑧
①⑥

――――――

②

４２８９
⑦②

８４９８
⑥②

③ ⑧ ①

①
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ドリル
学年

4

 

2．わり算の筆算⑴ ⑨1 7
勉強した日 月 日

組 番
名

前

ねらい 知技考

教科書p33

②位数÷①位数の暗算の仕方を考え、暗算で求めることができる。

① 暗算でしましょう。

① ８４÷２ ② ７８÷３

③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧

⑨ ⑩

80

上の位から計算

８０÷２＝

÷２＝

――――――――

あわせて

60

上の位から計算

６０÷３＝

÷３＝

――――――――

あわせて

３９÷３ ９９÷９ ４８÷４

５２÷４ ８１÷３ ６５÷５

８４÷６ ５７÷３ ９６÷６

④
②④ ⑥

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝＝＝



ドリル

☆どちらが大きいかな

4

学年

1 8
知技考

教科書p38

数と計算についての感覚を豊かにする。ねらい

① 下の①と②の答えは、どちらが大きいかを説明しましょう。

① ３＋３＋３＋３＋３＋３＋３＋３＋３＋３＋３＋３

② ６＋６＋６＋６＋６＋６

答え（ )

② 上の①と②の「＋」を「×」にかえました。そうすると、答えはどちらが大きいでし

ょうか。説明しましょう。

① ３×３×３×３×３×３×３×３×３×３×３×３×３

② ６×６×６×６×６×６

答え（ )

③ 下の①と②の答えは、どちらが大きいかを説明しましょう。

① ２＋２＋２＋２＋２＋２＋２＋２＋２＋２＋２

② ６＋６＋６＋６＋６＋６

答え（ )

①は ③× ＝ ②は ⑥×⑥＝

大きさは同じ

①は ⑨×⑨×⑨×⑨×⑨×⑨×③

と表せるから、②より①の方が大きい。

①は ⑥＋⑥＋⑥＋②＋②

と表せるから、①より②の方が大きい。

勉強した日 月 日

組 番
名

前

または、

②は ②＋②＋②＋②＋②＋②＋②＋②＋②＋②＋②＋

②＋②＋②＋②＋②＋②＋② と表せる。

①より②が⑦こ多いから、②の方が大きい。

せつめい



ドリル
学年

4

 

3．折れ線グラフ ①1 9
ねらい 知技考

教科書p40･41

変化の様子を表すグラフとして折れ線グラフの読み方を理解する。

① 下のグラフを見て、答えましょう。

① 上のようなグラフのことを何というでしょうか。( )

② 何を表したグラフでしょうか。 ( )

③ 横じくは、何を表しているのでしょうか。 ( )

④ たてじくは、何を表しているのでしょうか。 ( )

⑤ 午前９時の気温は、何度でしょうか。 ( )

⑥ 午後４時の気温は、何度でしょうか。 ( )

⑦ 気温が23度になったのは、何時でしょうか。 ( )

⑧ 気温が19度になったのは、何時でしょうか。 ( )

⑨ 気温が１番高かったのは、何時でしょうか。また、それは何度でしょうか。

( ) ( )

折れ線グラフ

気温の変わり方

時こく

気温

度

度

午前 時

午前 時

午後②時 度

勉強した日 月 日

組 番
名

前



ドリル

3．折れ線グラフ ②

4

学年

2 0
名

前

知技考

教科書p41･42

折れ線グラフの傾きと変化の大きさについて調べ、理解する。ねらい

① 下のグラフを見て、答えましょう。

① 気温が上がっているのは、何時から何時まででしょうか。

（ )

② 気温が下がりはじめたのは、何時からでしょうか。

（ )

③ １時間の気温の上がり方が一番大きかったのは、何時から何時でしょうか。

（ )

② 下の①から③の中から、折れ線グラフで表すとよいものをすべて記号で選びましょう。

① 毎年、５月１日にはかった自分の体重

② Ａ市の１月から12月までの降水量

③ １週間ごとに調べたヘチマの長さ

答え（ )

午前⑨時から午後②時

午後②時

午前 時から午前 時

① ③

勉強した日 月 日

組 番

お

こう

しら



ドリル
学年

4

 

3．折れ線グラフ ③2 1
名

前

ねらい 知技考

教科書p43･44

折れ線グラフのかき方を理解する。

下の表はある市の１年間の気温を調べたものです。

上の表を折れ線グラフに表しましょう。

１年間の気温の変わり方>

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

４ ５ 11 14 18 23 28 27 25 20 16 ８

月

気 温 (度)

度( ) （ ）①年間の気温の変わり方

５

０

１ ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 月( )

勉強した日 月 日

組 番

お

か



ドリル

3．折れ線グラフ ④

4

学年

2 2
名

前

知技考

教科書p45

②つの折れ線グラフを同じグラフ用紙に表し、関連や特徴を調べ、

読み取ることができる。

ねらい

① 下のグラフを見て、答えましょう。

① 横じくは何を表していますか。 （ )

② たてじくの１めもりは、何度を表していますか。 （ )

③ 東京でいちばん高い気温は何月で、それは何度ですか。

（ ) （ )

④ オークランドでいちばん高い気温は何月で、それは何度ですか。

（ ) （ )

⑤ 東京とオークランドで気温の差がいちばん大きいのは何月で、何度ですか。

（ ) （ )

⑥ 東京とオークランドでは、いちばん高い気温は何度ちがうでしょうか。

また、いちばん低い気温は何度ちがうでしょうか。

いちばん高い気温のちがい（ )

いちばん低い気温のちがい（ )

月

①度

⑧月 度

②月 度

⑧月 度

⑥度

⑥度

勉強した日 月 日

組 番



変化のようすがよくわかる

ドリル
学年

4

 

3．折れ線グラフ ⑤2 3
名

前

ねらい 知技考

教科書p46

波線を用いて、途中の目盛りを省略する場合を理解する。

あきこさんの身長の変わり方を調べました。

① 上の表をそれぞれ折れ線グラフに表しましょう。

② 上の右がわの折れ線グラフのように、

を使って、とちゅうのめもりをはぶ

くと、どのようなことが見やすくなりま

すか。

( )

年れい(才)

身 長(cm)

６ ７ ８ ９ 10

116 120 124 128 134

身長の変わり方>

勉強した日 月 日

組 番

か

お

お



ドリル

3．折れ線グラフ ⑥

4

学年

2 4
名

前

知技考

教科書p47

適切な目盛りの取り方や省略の仕方を考えたり、折れ線グラフを

場面と結びつけて読み取ったりすることができる。

ねらい

① かぜをひいたときの体温の変化を記録しました。

○と○のどちらのグラフ用紙を使って折れ線グラフにア イ

表すとよいでしょうか。記号を（ ）に書きましょう。 ( )

② 下の○から○の中から、話に合う折れ線グラフをえらんで、記号を（ ）に書きまし

ょう。

あ う

○ア

( )○あ( )○う

勉強した日 月 日

組 番

お

たいおん へんか きろく



〇

×

×

〇

ドリル
学年

4

 

3．折れ線グラフ ⑦2 5
名

前

ねらい 知技考

教科書p48

折れ線グラフから読み取れること、読み取れないことを理解する。

① 左の水の使用 量を表した棒グラフに重

ねて、人口のうつり変わりを折れ線グラフ

に表しましょう。

② 上のグラフを見て、読み取ることができるのには○を、読み取ることができないもの

には×をつけましょう。

① ( ）人口がふえると、水の使用量もふえている。

② ( ）2005年からあとの40年間で、さらに人口は２倍となり、水の使用量も人口

と同じようなふえ方をすると考えられる。

③ ( ）水の使用量は40年間で、毎年同じ量ずつふえてきている。

④ ( ）1965年から 40年間で、人口は２倍以上になっている。

札幌市の人口のうつり変わり>

1965 1975 1985 1995 2005

7 124 154 176 188

年

人口(万人)

勉強した日 月 日

組 番

しようりょう ぼう

さっぽろし

おか



ドリル

3．折れ線グラフ ⑧

4

学年

2 6
名

前

知技考

教科書p49

棒グラフと折れ線グラフを同じグラフ用紙に表し、

関連性を読み取り、説明する。

ねらい

① 下のグラフは、ある都市のゴミの量と人口について表したものです。

次の文章で正しいものには〇、まちがっているものには×をつけましょう。

① ( ）平成18年のある都市のゴミの量は、およそ170000トンである。

② ( ）平成19年のある都市の人口は、およそ510000人である。

③ ( ）平成16年から平成17年にかけて、ある都市のゴミの量は増えた。

④ ( ）ある都市では人口が増えているので、ゴミの量も増えている。

⑤ ( ）平成15年から平成19年にかけて、ゴミの量は半分になった。

② 折れ線グラフに表した方がよいと思うものには〇、そうでないものには×をつけまし

ょう。

① ( ）同じ日にはかった、班の人の身長。

② ( ）毎年４月にはかった、自分の体重。

③ ( ）同じ時こくに調べた、いろいろな場所の気温。

④ ( ）７月１日に１時間ごとにはかった、同じ場所の気温。

⑤ ( ）ある小学校で４月に調べた、学年別の子どもの数。

〇

×

〇

×

×

×

〇

×

〇

×

はん

勉強した日 月 日

組 番

りょう

お



ドリル
学年

4

 

4．がい数 ①2 7
名

前

ねらい 知技考

教科書p52･53

概数の意味、概数が用いられる場面、概数を用いるよさを理解する。

① （ ）の中にあてはまる言葉を書きましょう。

・およその数のことを( )といいます。

・およそ49000のことを( )49000といいます。

② 下のアからカの中から、がい数が使われているものをすべて選び、記号を○でかこみ

ましょう。

ア 放流したサケの数3000びき

イ 算数のテスト４回分の合計300点

ウ 東京都の人口1300万人

エ 茶わん１ぱい分のごはんつぶの数3000つぶ

オ 自動車１台のねだん250万円

カ 沼地に飛んできたわたり鳥の数１万羽

③ 次のア～オの中で、がい数で表した方がわかりやすいものを選んで、記号を○でかこ

みましょう。

ア 日本の人口は約１億人と表した方が、くわしい数よりわかりやすい。

イ 計算する前に、およその答えを見積もると答えがわかりやすい。

ウ アメリカの人口は、日本の人口の約３倍と大まかにとらえると

わかりやすい。

エ 家から学校まで歩いたときにかかる時間を、約15分と表すと

わかりやすい。

オ ７億の10倍の数を求めるとき、約10億の10倍と考えると

わかりやすい。

がい数

約

勉強した日 月 日

組 番

ほう

ぬまち と わ

りゅう

みつ



ドリル

4．がい数 ②

4

学年

2 8
名

前

知技考

教科書p54･55

概数で表す仕方を数直線をもとに考える。ねらい

① 次の ～ の数は、それぞれ何千といえるでしょうか。

□の中に数字を書きましょう。

約 約

約 約

② 次の（ ）の中にはあてはまる文字を、□にはあてはまる数を書きましょう。

① 7000と8000のどちらに近いかは、( )の位の１つ下の( )の位の
数字を見ればわかります。

② 7000と8000の間にある数を約何千と表すには、百の位の数字が

０、１、２、３、４のとき 約

５、６、７、８、９のとき 約

③ このようにして、がい数を表す方法を( )といいます。

↑
○ア

↑
○イ

↑
○ウ

↑
○エ

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９百の位( )の数字

千 百

四捨五入

○ア ○エ

7000 8000

7000 8000

勉強した日 月 日

組 番

○ア

○ウ

○イ

○エ

やく



百

千

千 がい数

ドリル
学年

4

 

4．がい数 ③2 9
名

前

ねらい 知技考

教科書p55･56

四捨五入して「○桁までの概数にする」仕方を理解する。

① 次の（ ）にはあてはまる言葉を、□にはあてはまる数を書きましょう。

① 四捨五入して約何千と、がい数で表すことを

「四捨五入して( )の位までの( )にする」といいます。

②

② 四捨五入して、□の中の位までのがい数で表しましょう。

③ 四捨五入して千の位までのがい数にするときに、次のようなまちがいをしました。

どんなまちがいをしたのか、（ ）にあてはまる言葉を書いて説明しましょう。

千の位までのがい数にするには、( )の位の数字を四捨五入しなければ
ならないのに、( )の位の数字を四捨五入しているから正しくない。

27654➡ 30000

説明

① 376495（一万の位） ② 54072（千の位）

③ 2856347（十万の位） ④ 809647632（一億の位）

勉強した日 月 日

組 番

やく



① 次の□にあてはまる数を書きましょう。

がい数で表すとき、「○の位までのがい数」という場合と、「上から○けたのがい数」

という場合があります。

どちらの場合も、四捨五入するときは、表したい位の つ下の数の数字に着目

します。

② 次の数を四捨五入して、上から２けたのがい数で表しましょう。

また、上から１けたのがい数で表しましょう。

ドリル

4．がい数 ④

4

学年

3 0
名

前

知技考

教科書p56･57

四捨五入して「上から○桁の概数にする」仕方について理解する。ねらい

①

① ８４７５００

② ９３７８

③ ４９８３６

④ ３９２７６８３

⑤ ９６７８３５

上から２けたのがい数 上から１けたのがい数

⑧⑤

⑨④

⑤

③⑨

⑨⑦

⑧

⑨

⑤

④

①

千の位までのがい数>

７３６２ →

↑
千
の
位

百の位の数字を

四捨五入する。

上から２けたのがい数>

７３６２ →

↑
上
か
ら
２
け
た

上から３けたの数字を

四捨五入する。

勉強した日 月 日

組 番

ちゃくもく



ドリル
学年

4

 

4．がい数 ⑤3 1
名

前

ねらい 知技考

教科書p57･58

四捨五入して概数にしたときの基になる数の範囲について

理解する。

① 次の□にあてはまる数を書きましょう。

① 四捨五入して、800になるいちばん

小さい整数は です。

② 四捨五入して、800になるいちばん

大きい整数は です。

② 次の（ ）にはあてはまる言葉を、□にはあてはまる数を書きましょう。

とは、650と( )か、それよりも大きいことを表します。

とは、750と( )か、それよりも小さいことを表します。

とは、750よりも小さいことを表し、 は

入りません。

③ 四捨五入して（ ）の中の位までのがい数にしたとき、①～③の数になる数のはんい

を、以上、未満を使って表しましょう。

① 4500（百の位） ( )

② 74000（千の位） ( )

③ 74000（百の位） ( )

750( )

等しい

等しい

未満

以上 未満

以上 未満

以上 未満

↑
百
の
位

➡ ８００

十の位の数字を
四捨五入する。

勉強した日 月 日

組 番

650以上

750以下



①万

万

万

④万

③万

③万

ドリル

4．がい数 ⑥

4

学年

3 2
名

前

知技考

教科書p59

概数を用いる目的に応じて、何の位を四捨五入すればよいかを

判断して考える。

ねらい

① 右の表は、日本のりんごの

しゅうかく量を表したものです。

このしゅうかく量を、ぼうグラ

フに表します。

① ぼうグラフの１めもりは何ｔ

を表しているでしょうか。

（ )ｔ

② 各県のしゅうかく量は、それ

ぞれ約何万ｔといえるでしょう

か。

青森（ )ｔ

長野（ )ｔ

岩手（ )ｔ

山形（ )ｔ

福島（ )ｔ

③ 各県のりんごのしゅうかく量

を、ぼうグラフに表しましょう。

○ア

○イ

○ウ

○エ

○オ

りんごのしゅうかく量>

（2011年 農林水産省調査)

都道府県

青 森

長 野

岩 手

山 形

福 島

しゅうかく量(ｔ)

367600

139900

42200

30800

26300

勉強した日 月 日

組 番



÷ ＝⑤

⑥

⑧ ⑥ ③

⑤

⑧

⑨ ⑧

③

③

⑤

③

ドリル
学年

4

 

5．わり算の筆算⑵ ①3 3
名

前

ねらい 知技考

教科書p62･63

何十・何百÷何十の除去計算の仕方を をもとにして考える。

① 色画用紙が150まいあります。30まいずつ配ると、何人に分けられるでしょうか。

① 数直線をかんせいさせましょう。

② 式を書きましょう。

式>

③ 計算のしかたを考えて図をかこみ、□にあてはまる数を書きましょう。

150は10をもとにすると

30は10をもとにすると に

なるから

150÷30は ÷ と

みることができます。

② 10をもとにして考え、□にあてはまる数を書きましょう。

① ②

③ ④

150÷30＝ ÷

＝

４８０÷８０＝

÷ ＝
等しい

９００÷３０＝

÷ ＝
等しい

１０００÷５０＝

÷ ＝
等しい

７２０÷９０＝

÷ ＝
等しい

勉強した日 月 日

組 番



ドリル

5．わり算の筆算⑵ ②

4

学年

3 4
名

前

知技考

教科書p64

何十・何百÷何十ので、あまりのある除法のあまりの大きさを

考える。

ねらい

① はがきが180まいあります。50まいずつたばにすると、はがきのたばはいくつできて、

何まいあまるでしょうか。

式> 答え

① 計算のしかたを考えて図をかこみ、□にあてはまる数を書きましょう。

180は をもとにすると18

50は をもとにすると５

になるから

180÷50は ÷

にみることができます。

② 答えのたしかめをしましょう。

② □にあてはまる数を書きましょう。

① 42÷８＝ あまり

② 420÷80＝ あまり

③ 80÷９＝ あまり

④ 800÷90＝ あまり

⑤ ③ ③

50 × ＋ ＝③

わる数 × 商 ＋ あまり ＝ わられる数

÷ ＝③ あまり ③たばできて まいあまる

１８０÷５０＝ あまり

÷ ＝ あまり

③

あまりは等しくならない。

⑤

⑤ ②

⑤

⑧ ⑧

⑧

勉強した日 月 日

組 番



ドリル
学年

4

 

5．わり算の筆算⑵ ③3 5
名

前

ねらい 知技考

教科書p65

②位数÷②位数の除法計算の仕方を考える。

① 94÷31のわり算を筆算で計算します。

□にあてはまる数を、（ ）にあてはまる言葉を書きましょう。

① 筆算の形にします。➡

② わる数の31を とみて、94の中にいくつ

入っているか、商の見当をつけます。

それを一の位にたてます。( )

③ 31に３をかけて、

94の下に書きます。( )

④ 94から93をひきます。( )

商は で、あまりが です。

② 98÷32の筆算のしかたです。□にあてはまる数を書きましょう。

① ( )がたつ位を決める。

③

➡

商は一の位からたつ。

➡ ➡

( )を
一の位にたてる。

32に をかける。

32× ＝

98から をひく。

98－ ＝

③ ① ⑨ ④

たてる

かける

ひく

③ ①

商

商

③ ②

⬇

３１ ９ ４

⑨ ③

⬇

３１ ９ ４

③

３２ ９ ８ ３２ ９ ８

③

３１ ９ ４

⑨ ③

①

③

３２ ９ ８

③

３２ ９ ８

⑨ ⑥

③

３２ ９ ８

⑨ ⑥

②

③

③

勉強した日 月 日

組 番



ドリル

5．わり算の筆算⑵ ④

4

学年

3 6
名

前

知技考

教科書p66

②位数÷②位数の除法計算の筆算ができる。ねらい

① 次のわり算をしましょう。

① ② ③

④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧ ⑨

⑩

１１ ４４
④

④④
――――

３２ ６４
②

⑥④
――――

１２ ３７
③

③⑥
――――

①

３４ ７３
②

⑥⑧
――――

⑤

２２ ４７
②

④④
――――

③

２３ ９８
④

⑨②
――――

⑥

３１ ９７
③

⑨③
――――

④

４２ ８８
②

⑧④
――――

④

２９ ５９
②

⑤⑧
――――

①

３８ ８９
②

⑦⑥
――――

①③

２４ ７３
③

⑦②
――――

①

１１ ６８
⑥

⑥⑥
――――

②

勉強した日 月 日

組 番



ドリル
学年

4

 

5．わり算の筆算⑵ ⑤3 7
名

前

ねらい 知技考

教科書p67

仮商修正がある除法計算の仕方を考える。

① 71÷24の計算を筆算でします。□にはあてはまる数を、（ ）にはあてはまる言葉を書

きましょう。

① 商の見当をつけます。

わる数の24を とみて、71÷ ＝ と見ました。

② わる数の24を20とみて、たてた商は、( )すぎました。

② 次の計算を筆算でします。□にはあてはまる数を書きましょう。

③ ( ）にあてはまる言葉を書きましょう。

見当をつけた商が大きすぎたときは、商を１つずつ( )していきます。

小さくする

③

大き

①

小さく

１４ ８ ４

８

１ １ ２

１小さく

する。

１４ ８ ４

⑨ ⑧

⑦ １小さく

する。

１４ ８ ４

⑧ ④

⑥

１３ ７ ２

７

９ １

１小さく

する。

１３ ７ ２

⑦ ⑧

⑥ １小さく

する。

１３ ７ ２

⑥ ⑤

⑤

⑦

２４ ７ １

３

７ ２

２４ ７ １

②

④ ⑧

② ③

勉強した日 月 日

組 番



ドリル

5．わり算の筆算⑵ ⑥

4

学年

3 8
名

前

知技考

教科書p68

見当をつけた商が小さすぎた場合の仕方を考える。ねらい

① □にあてはまる数を書きましょう。

① 81÷16の計算をするときは、わる数の16を10とみる場合と、 とみる場合が

ある。

わる数を10とみて筆算する場合>

わる数を とみて筆算する場合>

あまりが、わる数の

より大きいので、まだひける。

② わる数を四捨五入して、商の見当をつけてから、筆算しましょう。

➡ ➡ ➡

１大きくする わる数の16を

と

みた方がよい。

１大きく

する

１６ ８ １

⑧

１６ ８ １

⑦

１６ ８ １

⑥

１６ ８ １

⑤

１６ ８ １

④

１６ ８ １

⑤

１５ ７ ９

⑤

１５ ７ ９

⑦ ⑤

⑤

１５ ７ ９

④

① ② ⑧ ① ① ② ⑨ ⑥ ⑧

①

⑥ ④

② ⑦

⑧

①

⑦ ⑤

④

⑥

① ⑨

勉強した日 月 日

組 番



ドリル
学年

4

 

5．わり算の筆算⑵ ⑦3 9
名

前

ねらい 知技考

教科書p69

③位数÷②位数＝①位数の除法計算の仕方を考える。

① 431÷52の計算のしかたを考えます。

（ ）にはあてはまる言葉を、□にはあてはまる数を書きましょう。

① 商が何の位にたつのか考えます。

商は( )にたてます。

② わる数の52を とみて、

÷ をします。

③ 式の□に をたてます。

④ 52× をして、431の下に位をそろえて書

きます。( )→

⑤ 431－ をして、あまりを出します。

( )→

② 次の計算をしましょう。

① ② ③

④ ① ⑥

① ⑤

⬇

⬇

５２ ４ ３ １

⑧

５２ ４ ３ １

⑧

⑧

⑧

かける

ひく

５２ ４ ３ １

３３ ２７１
⑧

②⑥④
――――――

⑦

６８ ４１８
⑥

④ ⑧
――――――

①

６２ ５４５
⑧

④⑨⑥
――――――

④⑨

勉強した日 月 日

組 番

一の位



ドリル

5．わり算の筆算⑵ ⑧

4

学年

4 0
名

前

知技考

教科書p70･71

③位数÷②位数＝②位数の除法計算の仕方を考え、筆算ができる。ねらい

① 654÷21の計算のしかたを考えます。（ ）にはあてはまる言葉を、□にはあてはまる

数を書きましょう。

① わる数が２けたなので、商は( )の位

にはたたない。

② 商は( )の位にたちます。

654÷ ➡ をたてる。

③ 十の位を計算する。

65÷21＝ あまり

一の位の をおろす。

④ 一の位を計算する。

÷21＝ あまり

654÷21＝ あまり

② 次の計算をしましょう。

① ② ③

③ ②

⬇

⬇

２１ ６ ５ ４

２１ ６ ５ ４

２１ ６ ５ ４

③

百

十

④

４９ ５５５
①①

④⑨
――――――

⑥⑤
④⑨

――――――

①⑥

２９ ４７８
①⑥

②⑨
――――――

①⑧⑧
①⑦④
――――――

①④

６５ ８９５
①③

⑥⑤
――――――

②④⑤
①⑨⑤
――――――

⑤

② ④

② ①

③

⑥ ③

②

⑥ ③

③ ①

③

① ③

③

勉強した日 月 日

組 番



ドリル
学年

4

 

5．わり算の筆算⑵ ⑨4 1
名

前

ねらい 知技考

教科書p72

④位数÷②位数の除法計算の仕方を考え、計算ができる。

① 2581÷32の計算のしかたを考えます。（ ）にはあてはまる言葉を、□にはあてはまる

数を書きましょう。

① 商がたつ位を決める。

商は( )にたつ。

② 商の見当をつける。

わる数32を とみて計算する。

258÷ ➡ をたてる。

③ 十の位を計算する。

258÷32＝ あまり

一の位の をおろす。

④ 一の位を計算する。

÷32＝ あまり

だから、一の位に をたてる。

2581÷31＝ あまり

② 次の計算をしましょう。

① ② ③

⬇

⬇

９９ ８１３２
⑧②

⑦⑨②
――――――――

②①②
①⑨⑧

――――――――

①④

３２ ２ ５ ８ １

３２ ２ ５ ８ １

⑧

３２ ２ ５ ８ １

十の位

①

３９ ２７８５
⑦①

②⑦③
――――――――

⑤⑤
③⑨

――――――――

①⑥

５３ ５５７８
① ⑤

⑤③
――――――――

②⑦⑧
②⑥⑤

――――――――

①③

② ①

② ⑤ ⑥

②

② ⑤ ⑥

⑧

⑧

⑧ ②

勉強した日 月 日

組 番



ドリル

5．わり算の筆算⑵

4

学年

4 2
名

前

知技考

教科書p73

わり算について成り立つきまりについて理解する。ねらい

① 次の□の中には数を、（ ）の中には言葉を書きましょう。

① ②

③ わり算では、( )数と( )数に

同じ数を( )も、同じ数で( )ても、

その商は変わらない。

② 次の□の中にあてはまる数を書いて、答えを求めましょう。

① ②

③ ④

400÷200＝４÷

＝

250÷50＝ ÷１

＝

60÷15＝ ÷３

＝

8000÷200＝80÷

＝

わる わられる

かけて わっ

④ で
わる

② で
わる

④ で
わる

② で
わる

24 ÷ ８ ＝ ３

６ ÷ ２ ＝

３ ÷ １ ＝

③

③

６ ÷ ３ ＝ ２

30 ÷ 15 ＝

300 ÷ 150 ＝

②

②

⑤ を
かける

を
かける

⑤ を
かける

を
かける

②

②

② ④

⑤

⑤

勉強した日 月 日

組 番



ドリル
学年

4

 

5．わり算の筆算⑵4 3
名

前

ねらい 知技考

教科書p75

わり算について成り立つきまりを使って計算ができる。

① 2500÷600を、わり算のきまりを使って計算しています。

□の中に数を書きましょう。

① わられる数とわる数の０を こずつ消して

筆算します。

② 商は になります。

③ あまりは０を２こ消したので、その分だけ

０をつけたして、 になります。

② わり算のきまりを使って、くふうして計算しましょう。

① ② ③

④ ⑤ ⑥

④

６００ ２５００
２４
――――

１ ④

1800÷300

＝ ÷③

＝⑥

2400÷800

＝ ÷⑧

＝③

6000÷1200

＝ ÷

＝⑤

4700÷500

＝ ÷⑤

＝⑨ あまり

300兆÷60

＝ 兆÷⑥

＝⑤兆

15億÷５億

＝③億÷①億

＝③億

勉強した日 月 日

組 番

②
け



花たば１つ分のざいりょう

ドリル

5．わり算の筆算⑵

4

学年

4 4
名

前

知技考

教科書p76

身の回りの事象を数理的に捉えて、除法の学習を活用して問題を

解決することができる。

ねらい

みさとさんは、お花作り用の紙とストローと葉っぱ用の紙を使って、花たばをできるだ

けたくさん作ろうと思いました。

花たばを１つ作るためのざいりょうは、次のとおりです。

みさとさんは、さっそくどれくらい

ざいりょうがあるのか調べてみました。

・花紙(赤) 532まい

(黄) 416まい

(白) 704まい

(ピンク) 396まい

・ストロー 500本パック１こと254本

・葉っぱ 862まい

① 花紙だけなら、それぞれの色の花たばは、いくつできるでしょうか。

式> 答え( )

式> 答え( )

式> 答え( )

式> 答え( )

② ストローと葉っぱは、花たばいくつ分あるでしょうか。

ストロー 式> 答え( )

葉っぱ 式> 答え( )

③ 花たばは、いくつできるでしょうか。

・赤の花たば（ ) ・黄の花たば （ )

・白の花たば（ ) ・ピンクの花たば（ )

④ 花たばは、ぜんぶで何たば作れるでしょうか。 （ )

・花紙 60まい

・ストロー 12本

・葉っぱ 24まい

÷ ＝⑧ あまり

÷ ＝⑥ あまり

÷ ＝ あまり

÷ ＝⑥ あまり

⑧たば

⑥たば

たば

⑥たば

÷ ＝ あまり

÷ ＝ あまり

たば

たば

⑧たば

たば

⑥たば

⑥たば

○赤

○白

○黄

○ピ

勉強した日 月 日

組 番

たば



ドリル
学年

4

 

6．式と計算 ①4 5
名

前

ねらい 知技考

教科書p80･81

加法や減法の場面を、言葉の式をもとに（ ）を用いて

①つの式に表す仕方を考える。

① ①～③の問題場面に合う式を、 からえらんで線でむすびましょう。

① 1000円持って買い物に行きました。

やおやで240円のじゃがいもを１ふく

ろ買い、肉やで390円のぶた肉を１パッ

ク買いました。

おつりはいくらでしょうか。

② 1000円持って買い物に行き、240円の

おかしを買って、おばあちゃんの家に

行ったら、390円おこづかいをもらいま

した。

何円もっているでしょうか。

③ 1000円持ってスーパーマーケットに

行き、240円のフランスパン１つと、

１ふくろ390円のソーセージを買いま

した。

おつりはいくらでしょうか。

② 次の２つの式を１つの式にまとめましょう。

①

②

③

④

○ 1000－(240＋390)ア

○ 1000－240－390イ

○ 1000－240＋390ウ

○ア○イ○ウ

－( ＋ )

＋( － )

＋( ＋ )

－( ＋ ＋ )

190＋630＝820

1500－820＝680

510－420＝90

830＋90＝920

750＋650＝1400

180＋1400＝1580

120＋270＋310＝700

1000－700＝300

勉強した日 月 日

組 番

か

にく



ドリル

6．式と計算 ②

4

学年

4 6
名

前

知技考

教科書p82

( ）を用いて①つの式に表したり、（ ）を用いた式の答えを

求めることができる。

ねらい

① ( ）を使って１つの式に表して、答えを求めましょう。

① 500円玉を１つ持って、350円のケーキと、120円のプリンを１つずつ買いました。

残っているお金はいくらでしょうか。

式>

答え

② 450円のシャープペンと150円のけしゴムのセットを１つ買って、800円はらいました。

おつりはいくらでしょうか。

式>

答え

③ サンドイッチを作ろうと思って、390円のパンと、280円のハムを買おうと思ったら、

パンは20円引きでした。

合計金がくはいくらだったでしょうか。

式>

答え

② 次の□にあてはまる数を書きましょう。

① 2000－(590＋210－130)＝ －( － )

＝ －

＝

② 900－(360＋240)－150＝ － －

＝ －

＝

－( ＋ )＝ －

＝

円

－( ＋ )＝ －

＝

円

（ － )＋ ＝ ＋

＝

円

勉強した日 月 日

組 番



ドリル
学年

4

 

6．式と計算 ③4 7
名

前

ねらい 知技考

教科書p83

乗法と加法や除法と減法が混じった式の計算ができ、

答えを求めることができる。

① 次の計算をしましょう。

① ②

③ ④

⑤ ⑥

⑦

② １まい100円の絵はがきを５まいと、54円の切手を５まい買いました。

だい金はあわせていくらですか。

（ ）を使って、１つの式に表して答えを求めましょう。

式>

答え

( ＋ )×⑤＝ ×⑤

＝

円

(18－３)×６

＝ ×⑥

＝

(15＋23)×６

＝ ×⑥

＝

50×(27－16)

＝ ×11

＝

500÷(25×2)

＝ ÷

＝

99÷(５＋６)×８

＝ ÷ ×⑧

＝⑨×⑧

＝

24÷(12－４)×５

＝ ÷⑧×⑤

＝③×⑤

＝

(36＋45)÷９×13

＝ ÷⑨×

＝⑨×

＝

勉強した日 月 日

組 番



ドリル

6．式と計算 ④

4

学年

4 8
名

前

知技考

教科書p84

乗法や除法は（ ）がなくても、加法や減法より先に計算するこ

とが分かり、計算できる。

ねらい

① 次の（ ）にあてはまる言葉を書きましょう。

＋、－、×、÷のまじった式では、( )や( )は、（ ）がな

くても、ひとまとまりとみて、( )計算します。

② 次の問題を、１つの式に表して答えを求めましょう。

① みかんが20こありました。４人の家ぞくが１人２こずつ食べると、みかんは何こ残

りますか。

式>

答え

② パン屋で、１こ120円のメロンパンを２こと、150円のチョココロネを１こ買いまし

た。代金はいくらでしょうか。

式>

答え

③ 計算しましょう。

① ②

③

かけ算 わり算

先に

－②×④＝ －⑧

＝

こ残る

×②＋ ＝ ＋

＝

円

24－15÷３

＝ －⑤

＝

16＋24×２

＝ ＋

＝

(５＋25×４)＋35

＝(⑤＋ )＋

＝ ＋

＝

勉強した日 月 日

組 番

のこ



ドリル
学年

4

 

6．式と計算 ⑤4 9
名

前

ねらい 知技考

教科書p85

四則の混合した式や、（ ）を用いた式の計算順序がわかり、

計算ができる。

① 次の（ ）にあてはまる言葉や記号を書きましょう。

② 次の式の中で、 例>のように ～ の計算の順序を考えて、□の中に記号を書きまし

ょう。

例>

①

②

③

③ 次の計算をしましょう。

① ②

●ふつうは( )から順に計算します。

●( )があるときは、( )の中を先に計算します。

●＋、－、×、÷がまじっているときは、

( )、( )を先に計算します。

左

（ ） （ ）

× ÷

○ア ○ウ

15×(32＋18)－1000
○ア ○イ ○ウ

８＋36÷９×８
○ア ○イ ○ウ

(12－72÷８)＋３
○ア ○イ ○ウ

(36＋45)÷９×３
○ア ○イ ○ウ

→ →◯イ ◯ア ◯ウ

→ →◯イ ◯ウ ◯ア

→ →◯イ ◯ア ◯ウ

→ →◯ア ◯イ ◯ウ

８×２－36÷６

＝ －⑥

＝

６×(12＋36÷12)

＝⑥×( ＋③)

＝⑥×

＝

計算の順序

勉強した日 月 日

組 番



ドリル

6．式と計算 ⑥

4

学年

5 0
名

前

知技考

教科書p86･87

乗法と加法、減法の分配法則や結合法則を理解する。ねらい

① 〇△□を使って、式を書きましょう。

① 分配のきまり

② 交かんのきまり

③ 結合のきまり

② 図に表された式を書きましょう。

① １こ350円のケーキと、１こ120円のプリンを５こずつ買うときの代金を求めましょ

う。

考え方①>

考え方②>

(〇＋△)×□＝ 〇 × ＋ ×

(〇－△)×□＝ × － △ ×

□ △ □

〇 □ □

〇×△＝ ×△ 〇

(〇×△)×□＝ ×( × )〇 △ □

350 ➡

１つの式に表すと ×⑤＋ ×⑤

( ＋ )×⑤＋ が５こで

➡

350 350 350

120 120 120 120

×⑤

×⑤

350

120

350

120

350

120

350

120

350

120

350

120

勉強した日 月 日

組 番



ドリル
学年

4

 

6．式と計算 ⑦5 1
名

前

ねらい 知技考

教科書p88

計算のきまりを使って工夫して計算することができる。

① 次の□にあてはまる数を書きましょう。

①

②

③

④

⑤

⑥

② 次の□にあてはまる数を書きましょう。

①

②

28＋62＝62＋

９×24＝ ×９

55＋27＋23＝ ＋(27＋23)

38×４×25＝38×( ×25)

(15＋23)×６＝15× ＋23×

18×５－13×５＝( －13)×５

102×６＝( ＋ )×６

＝ ×６＋ ×６

＝ ＋

＝

②

②

36×25＝( × )×25

＝ ×( ×25)

＝ ×

＝

⑨ ④

④

⑥ ⑥

⑨ ④

⑨

勉強した日 月 日

組 番




